
遺跡No 遺構種別 遺構No 時期 説明 グリッド 形態 主軸 長さ 幅 深さ 付属施設 出土遺物

63-017 掘立柱建物跡 0001 古代

調査区南部に位置する。側柱式掘立柱
建物跡で、一部調査区外に拡張して調
査したところ、桁行４間(９．０ｍ)以上、
梁行２間(５．０ｍ)程度と推定。柱間は
桁行２．２５ｍ、梁行２．５ｍを測る。柱
の掘方は、直径約60㎝の円形を基本と
する。P1とP3は柱部分が掘方より沈み
込んでいた。全ての柱穴で柱痕跡が認
められ、柱の太さは径１５cm程度と推定
される。

―
４間×２間の
側柱建物

N-35°-Ｗ 9.00 (5.00) 0.75 ― 土師器坏

63-017 土坑 0001 古代 調査区東部に位置する。 ― 隅丸方形 ― 0.80 0.80 0.40 ― ―
63-017 柱穴（ピット） 0001 古代 ― ― ― ― ― ― 0.70 ― 須恵器甕
63-017 柱穴（ピット） 0002 古代 ― ― ― ― ― ― 0.20 ― ―
63-017 柱穴（ピット） 0003 古代 ― ― ― ― ― ― 0.40 ― ―
63-017 柱穴（ピット） 0004 古代 ― ― ― ― ― ― 0.65 ― ―
63-017 柱穴（ピット） 0005 古代 ― ― ― ― ― ― 0.10 ― ―
63-017 柱穴（ピット） 0006 古代 ― ― ― ― ― ― 0.10 ― ―
63-017 柱穴（ピット） 0007 古代 ― ― ― ― ― ― 0.50 ― ―
63-017 柱穴（ピット） 0008 古代 ― ― ― ― ― ― 0.35 ― ―
63-017 柱穴（ピット） 0009 古代 ― ― ― ― ― ― 0.25 ― ―
63-017 柱穴（ピット） 0010 古代 ― ― ― ― ― ― 0.40 ― ―
63-017 柱穴（ピット） 0011 古代 ― ― ― ― ― ― 0.40 ― ―
63-017 柱穴（ピット） 0012 古代 ― ― ― ― ― ― 0.25 ― ―
63-017 柱穴（ピット） 0013 古代 ― ― ― ― ― ― 0.25 ― ―
63-017 柱穴（ピット） 0014 古代 ― ― ― ― ― ― 0.20 ― ―

63-017 竪穴住居跡 0001 7世紀後半

調査区西部に位置し、第２号竪穴建物
跡に切られる。床面はやや凹凸があり、
壁はほぼ垂直に立ち上がる。壁溝は幅
15～20㎝、床面からの深さ５cm程度で
ある。ピットは３基確認された。床面から
の深さは、P1は70㎝、P2は30㎝、P３は
30㎝を測る。

― 方形 W-43°-E 3.90 3.90 0.40

カマドは北東壁に構築される。袖
は倒立した土師器甕を補強材と
して粘質土により造られる。燃焼
部は幅50㎝で、煙道は壁面から
1.3m張り出す。煙道先端に向
かって斜めに立ち上がる。

土師器坏・皿・甕、須恵器盤・坏・
瓶・甕、棒状鉄製品、砥石、編物
石

63-017 竪穴住居跡 0002 7世紀後半
調査区西部に位置し、第１号竪穴建物
跡を切る。床面はやや凹凸があり、壁
はほぼ垂直に立ち上がる。

― 方形 W-43°-E (2.50) (2.50) 0.90 ― 土師器甕、鉄滓

63-017 掘立柱建物跡 0001 ―

調査区中央部に位置する。総柱式掘立
柱建物跡で、柱間は桁行が2.4ｍ、梁行
が2.35ｍを測る。柱の掘方は、直径約
35～45cmの円形を基本とする。確認面
からの深さは20～50cmを測る。床束で
あるP5はやや小さく、径30㎝、確認面か
らの深さ15㎝である。柱痕跡が認めら
れ、P8とP９はアタリが認められた。柱の
太さは径15㎝程度と推定される。

―
２間×２間の
総柱式建物

N-42°-Ｗ 2.80 2.70 0.50 ― ―

63-017 土坑 0001 ―
調査区中央部に位置する。底面はほぼ
平坦で、壁は斜めに立ち上がる。

― 円形 ― 1.10 1.10 0.20 ― ―

63-017 土坑 0002 ―
調査区中央部に位置する。底面はほぼ
平坦で、壁は斜めに立ち上がる。

― 円形 ― 1.10 1.10 0.15 ― ―



63-017 土坑 0003 ―
調査区東部に位置する。底面はほぼ平
坦で、壁はほぼ垂直に立ち上がる。

― 円形 ― 0.85 0.85 0.10 ― ―

63-017 柱穴（ピット） 0001 ― ― ― ― ― ― ― 0.35 ― ―
63-017 柱穴（ピット） 0002 ― ― ― ― ― ― ― 0.55 ― ―
63-017 柱穴（ピット） 0003 ― ― ― ― ― ― ― 0.30 ― ―
63-017 柱穴（ピット） 0004 ― ― ― ― ― ― ― 0.15 ― ―
63-017 柱穴（ピット） 0005 ― ― ― ― ― ― ― 0.35 ― ―
63-017 柱穴（ピット） 0006 ― ― ― ― ― ― ― 0.30 ― ―
63-017 柱穴（ピット） 0007 ― ― ― ― ― ― ― 0.20 ― ―
63-017 柱穴（ピット） 0008 ― ― ― ― ― ― ― 0.20 ― ―
63-017 柱穴（ピット） 0009 ― ― ― ― ― ― ― 0.40 ― ―
63-017 柱穴（ピット） 0010 ― ― ― ― ― ― ― 0.30 ― ―
63-017 柱穴（ピット） 0011 ― ― ― ― ― ― ― 0.20 ― ―
63-017 柱穴（ピット） 0012 ― ― ― ― ― ― ― 0.10 ― ―
63-017 柱穴（ピット） 0013 ― ― ― ― ― ― ― 0.30 ― ―
63-017 柱穴（ピット） 0014 ― ― ― ― ― ― ― 0.45 ― ―
63-017 柱穴（ピット） 0015 ― ― ― ― ― ― ― 0.10 ― ―
63-017 柱穴（ピット） 0016 ― ― ― ― ― ― ― 0.30 ― ―
63-017 柱穴（ピット） 0017 ― ― ― ― ― ― ― 0.25 ― ―
63-017 柱穴（ピット） 0018 ― ― ― ― ― ― ― 0.80 ― ―
63-017 柱穴（ピット） 0019 ― ― ― ― ― ― ― 0.20 ― ―

63-017 竪穴住居跡 0001 8世紀前半
南調査区に位置する。ピット等の遺構
が覆土を掘り込んでいる状況が確認さ
れた。

― 方形 W-33°-E 5.00 5.00 0.80 ―
土師器坏・甕、須恵器甕、埴輪
片、刀子

63-017 竪穴住居跡 0002 11世紀

北調査区南東部に位置し、地表面から
約60㎝の深さでロームブロックや土器
の集中地点が確認されたため、竪穴建
物跡の一部と考えた。規模等は不明。

― ― ― ― ― ― ― 土師器坏、羽釜、形象埴輪

63-017 竪穴住居跡 0003 8世紀前半 北調査区中央部に位置する。 ― 方形 W-57°-E 3.50 3.50 0.20
カマドは北東壁に構築されると推
定される。

土師器坏・甕、須恵器坏、ロクロ
土師器高台椀

63-017 竪穴住居跡 0004 9世紀前半
北調査区中央部に位置し、溝状遺構や
土坑と重複している。

― 方形 W-64°-E 5.50 5.50 0.25
カマドは北東壁に構築されたと思
われる。

土師器坏、須恵器椀

60-030 竪穴住居跡 0001
縄文時代
中期

北調査区北部に位置し、第２号竪穴建
物跡に切られる。ピットは壁際から６基
確認された。床面からの深さはP１は10
㎝、P２は10㎝、P３・４・５は5㎝、P６は
20㎝である。

― 隅丸方形 N-20°-Ｗ ― ― 0.10 ― 縄文深鉢、磨石、石鏃

60-030 竪穴住居跡 0002 9世紀後半

北調査区北部に位置し、第１号竪穴建
物跡を切る。壁溝は幅15㎝で床面から
の深さはわずかである。ピットは南東隅
から２基重複して確認された。床面から
の深さは、P１・P２とも20㎝である。

― 方形 E-0° ― ― 0.15

カマドは東壁に構築され、袖は粘
質土により造られる。燃焼部は
幅40㎝で、燃焼部底面は床面よ
り15㎝皿状に掘り込まれる。

須恵器坏・高台坏

60-030 竪穴住居跡 0003 9世紀後半

南調査区に位置する。床面はほぼ平坦
で、壁は斜めに立ち上がる。壁溝は幅
10㎝、床面からの深さ５cmで、ピットは
覆土から掘り込まれたもので、竪穴建
物跡に伴うものでない。

― 方形 N-７°-Ｗ 3.10 3.10 0.20 ― 須恵器高台坏


